
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月１０日（火）に、人権擁護委員の方々から１年生 

に対して「人権教室」を開いていただきました。夢に 

向かって工夫したり努力することの大切さや人権につ 

いて学ぶことができました。 

①横山温大選手の話 

  昨年の夏の甲子園でベスト４に入った、県立岐阜 

商の横山温大選手は生まれつき左指が欠損していま 

す。それでも、野球がうまくなりたい、という思い 

で工夫し努力しました。最初は義手を使っていましたが、高校に行ったら通用しないと思い、義手を

使わずグラブを持ち替えるやり方に変えました。コンマ数秒でも速く持ち替えるために、かなりの努

力をしたそうです。打撃の練習も人一倍行い、甲子園では５安打３打点の活躍を見せました。 

 

②いじめられた生徒の作文 

  肌が少し黒いというだけで「外国人」「チンパンジー」とバカにされる日々。親や先生に相談して

も「よくある『からかい』だ」「卒業までもう少しだからガマン」と言われ親身に相談にのってくれ

ません。「子どもの人権ＳＯＳミニレター」を使って相談したら心に寄り添ったアドバイスをもらっ

て救われました。同時に自分も外国人に対して偏見を持っていたことに気づきました。人権とは、み

んなが幸せに、自分らしく生きるためにある、とても大切な権利です。権利とは、自由に行動したり、

自分を守るためにあるルールのことです。親しい仲間同士でも人権を尊重して生活してほしいです。 

 

③ＳＯＳを出すことは恥ずかしいことではない 

  困っているときにＳＯＳを出すことは簡単なようで難しいです。「迷惑をかけないか…」「変に思わ

れないか…」と考えてしまうようです。でも、ＳＯＳを出すことによって心は軽くなるし、解決の糸

口が見つかるかもしれません。自分を大切にするためにも困ったときは「ＳＯＳ」を出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  ３つの学年が合同で企画した、家庭学習時間調査の結果で 

す。どの学年もテスト前のがんばりが伝わる結果でした。ま 

た、学年別の傾向も見えてきました。 

 ●１・２年生：テスト直前の勉強はとてもがんばったことが見えますが、最低２週間前から「本気の

テスト勉強」をしなければなりません。 

 ●３年生：さすが３年生です。目標とする進路実現に向けて、そして人生の目標を達成するためにこ

れからも努力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 2/3（火） 2/4（水） 2/5（木） 2/6（金） 平均 

１年 82 87 90 64 80 

２年 100 102 128 109 109 

３年 166 175 146 157 161 

３学年平均 116 121 121 110 117 

 

学年 2/9（月） 2/10（火） 2/11（水） 2/12（木） 平均 

１年 112 135 294 184 181.3 

２年 161 179 392 246 244.5 

３年 183 184 340 287 248.5 

３学年平均 152 166 342 239 224.8 

★たちかわカテベン★ 
た：たゆまぬ努力 

ち：力がつく学習 

か：輝く未来のため 

わ：分かるまで粘り強く 

 

 

ずいぶん前のことですが、インスタに興味深い記事が出ていました。「なぜ勉強しなければならないの

か？」という疑問の答えが見えてくる内容ですので紹介します。 

 

「何で勉強なんかしなきゃいけないの？」という質問に教師の母が机にコップを置いてこう答えた 

「算数」を学べば、この中に２００ｍｌの水があるというように、数字で“見える”ようになり 

「理科」を学べば、この水は水素と酸素からできていることが知れる 

「社会」を学べば、この水がどこから来たのかがわかり、そして世界にはこのきれいな水を飲むこと 

ができない人たちがいることを知れる 

「美術」を学べば、この水の反射を綺麗に描く事ができるようになるし 

「音楽」を学べば、同じコップでも水の量で音を変えられることにも気付ける 

「技術」を学べば、このコップがどんな素材でなぜ漏れないかがわかり、人の“創造”の凄さを知る 

ことができる 

「保健体育」を学べば、この水が体にどれだけ大切なのか健康を支える命の正体が見えてくる 

「道徳」を学べば、この水を誰かと分け合うことの大切さを学べて、思いやりの心が育つ 

「国語」を学べば、今私が話した“全部の意味”を“正しく”理解できるようになる 

「英語」を学べば、この話を世界中の人と分かち合えるようになる 

「哲学」を学べば、この話に何の意味があるのか考えられるようになる 

 

でももし、何も学ばなかったらこのコップの中にあるのは「ただの水」で終わる だから勉強するの 

この世界をただ見ているだけの人生で終わらせない為に 

（引用 インスタグラム『余命半年の教師の母が息子に言った「深すぎる」勉強の本当の意味』より） 

 


